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事業No.

１　広報啓発活動

２　情報発信

３　教室・教育の充実

三条市安全・安心なまちづくり推進計画実施状況調査票

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

Ⅰ　意識づくり

２　防犯力の向上

Ⅲ　環境づくり

事業No.

Ⅱ　地域づくり

　　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

１ 自主活動の促進

３　高齢者・子どもの安
全確保

ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図
る。

事業No.

１　学校・通学路・駅等
における安全確保

２　道路・公園等におけ
る安全確保

３　住宅の防犯性向上と
相談体制の整備

H29.11.28 第１回協議会

資料№１



Ⅰ　意識づくり

１　広報啓発活動

Ⅰ-1-①

内訳

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0 0 0

1

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

環境課 自転車鍵かけ運動
６と９のつく日をロックの日として指定
し、ＪＲ駅前等で呼びかけを行う。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・自転車盗難発生件数は、平成26年：143件
→平成27年：104件→平成28年：114件と、
減少傾向にある。
・自転車盗のうち無施錠率は平成26年：
89.5％→平成27年：76％→平成28年：78％
と、減少傾向にあるものの依然として無施
錠率が高い。
・交番駐在所ごとに見ると、東三条駅前交
番区と三条駅前交番区だけで57件(平成28
年)と、市内の自転車盗の半分がこの２地区
で発生しており、東三条駅前と三条駅前で
の啓発活動が重要である。

警察と連携し、ロック
の日鍵かけ運動を行
い、市民の防犯意識啓
発を高めることで自転
車窃盗件数の減少を目
指す。
【ロックの日】２回

警察と連携し、ロックの
日鍵かけ運動を行い、市
民の防犯意識啓発を高め
ることで自転車窃盗件数
の減少を目指す。
【ロックの日】２回

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）
　６月９日(金)に東三条駅前、９月６日(水)に
三条駅前及びウオロク東新保店前において、三
条警察署（生活安全課）、防犯ボランティア、
三条市（環境課）合同で自転車盗難防止を目的
としたチラシを300枚配付した。

　実施予定無し

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

内訳 内訳 内訳

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

ロックの日 配布チラシ(他２枚)
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ロックの日 配布チラシ(他２枚)

表 裏

ロックの日 関連記事



Ⅰ　意識づくり

１　広報啓発活動

Ⅰ-1-②

内訳

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

3

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

・特殊詐欺被害は平成26年：７件(2,360万
円)→平成27年：16件(6,206万円)→平成28
年：11件(1,860万円)と、発生件数は増加傾
向にある。
・被害者のほとんどが高齢者であることか
ら、高齢者が金融機関に出向く年金支給日
や、高齢者が集う二・七の市等、高齢者の
集まりやすい機会に啓発活動を行ってい
る。

特殊詐欺等被害防止啓
発活動を定期的、又は
被害状況等に応じて臨
機的に行うことで、効
率良く市民の防犯意識
啓発を図る。

特殊詐欺等被害防止啓発
活動を定期的、又は被害
状況等に応じて臨機的に
行うことで、効率良く市
民の防犯意識啓発を図
る。

三条警察署が年金支給日に、金融機関前におい
て特殊詐欺被害防止啓発活動を実施。(２、
４、６、８月)

・上半期に引き続き、三条警察署が年金支給日に合わ
せて金融機関前において活動実施予定。
・９月６日(水)ウオロク東新保店前において、三条警
察署、防犯ボランティアと合同でロックの日鍵かけ運
動と併せて特殊詐欺被害防止啓発活動を行った。
・10月に三条警察署と合同で二・七の市において特殊
詐欺被害防止啓発活動を実施した。

平成29年度 平成30年度

環境課 スーパーにおける街頭啓発活動
スーパー等の街頭で特殊詐欺等の被害防止
啓発活動を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

③-２　成果目標③‐１　これまでの取組、成果、課題等



Ⅰ　意識づくり

１　広報啓発活動

Ⅰ-1-③

内訳
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Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

内訳 内訳 内訳

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0 0 0

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

・継続的な記事掲載により、広報さんじょ
うや市ＨＰの記事を見て市民なんでも相談
室へ相談に来る市民も多くいる。

平成29年度 平成30年度
市HP、広報さんじょう
を活用して様々な防犯
情報等を周知すること
で、市民の防犯意識向
上と犯罪被害防止効果
を狙う。

市HP、広報さんじょうを
活用して様々な防犯情報
等を周知することで、市
民の防犯意識向上と犯罪
被害防止効果を狙う。

③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）
・特殊詐欺前兆事案、詐欺被害発生、不審者情
報、行方不明者情報提供依頼等の情報を市HPに
17回掲載し、注意喚起を行った。(環境課)
・広報さんじょうに毎月１回「ストップ消費者
被害」として、防犯情報等の周知を図ってい
る。(市民窓口課)

・上半期に引き続き、特殊詐欺前兆事案等、市民
に周知すべき事案が発生した場合は、迅速な情報
提供に努める。(環境課)
・広報さんじょうに毎月１回「ストップ消費者被
害」として相談事例やその対処法についての記事
を掲載し、同内容を市ＨＰにも情報等の周知を図
る。(市民窓口課)

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

環境課
市民窓口課

広報、ホームページへの掲載
広報さんじょうや市HPに防犯情報を掲載
し、情報提供を行う。
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市HPにおける注意喚起例

広報さんじょう(10月16日号)より抜粋 「ストップ消費者被害」



Ⅰ　意識づくり

２　情報発信

Ⅰ-2-①

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

6

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

・特殊詐欺前兆事案、詐欺被害発生、不審者情
報、行方不明者情報提供依頼等の防犯情報を17
回メール配信し、注意喚起を行った。(環境課)
・不審者情報に関する学校への情報提供を行い
各学校から保護者宛に注意喚起のメール配信
（8件）(小中一貫)
・消費者トラブル情報を４回メール配信し注意
喚起を行った。(市民窓口)

・上半期に引き続き、特殊詐欺前兆事案等、市民
に周知すべき事案が発生した場合は、迅速な情報
提供に努める。(環境課)
・不審者情報に関する学校への情報提供を速やか
に行う。 (小中一貫)
・最近相談の多いトラブル事例について消費者ト
ラブル情報メールを随時配信する。(市民窓口課)

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・メール登録件数は「安心・安全情報メー
ル」(環境課)：7,271件、「消費者トラブル
情報」(市民窓口課)：2,033件であり、登録
件数は増加傾向にある。
・メールを見て市民なんでも相談室に来る
市民もいる。(市民窓口課)

メール配信を通じて児童
生徒の安全を確保する。
また、犯罪、消費者被害
対策として、常にアンテ
ナを高く張って情報を収
集し、市民に必要な情報
を適宜、提供することで
犯罪等被害防止を図る。

メール配信を通じて児童生
徒の安全を確保する。
また、犯罪、消費者被害対
策として、常にアンテナを
高く張って情報を収集し、
市民に必要な情報を適宜、
提供することで犯罪等被害
防止を図る。

環境課
市民窓口課

小中一貫教育推進
課

三 条 市 メ ー ル の 配 信
特殊詐欺情報、不審者情報、消費者トラブ
ル情報等に関する注意喚起のメール配信を
行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ⑥　H30年度取組方針
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅰ　意識づくり

２　情報発信

Ⅰ-2-②

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

新潟県後期高齢者医療広域連合より、健康づく
り課を通して県内各市町村で発生している不審
電話等の情報提供を受け、必要に応じて警察や
関係各課等とも情報共有を図っている。

新潟県後期高齢者医療広域連合より、健康づくり
課を通して県内各市町村で発生している不審電話
等の情報提供を受け、必要に応じて警察や関係各
課等とも情報共有を図る。
【参考実績：高齢介護課を通して、民生委員へ特
殊詐欺被害防止啓発用のチラシとシールを40部ほ
ど配布。】

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・新潟県後期高齢者医療広域連合からの情
報提供により、新潟県内の特殊詐欺前兆事
案の発生状況の把握を行っている。
・他課に不審電話等の通報があった場合は
環境課へ連絡してもらい、環境課から警察
署へ情報提供を行っている。

行政のあらゆるネット
ワークを活用して防犯関
係の情報共有を図ること
で、市民への注意喚起等
犯罪被害防止へ繋げる。

行政のあらゆるネットワー
クを活用して防犯関係の情
報共有を図ることで、市民
への注意喚起等犯罪被害防
止へ繋げる。

環境課
(高齢介護課、
小中一貫教育推進

課)

情報共有化の仕組みの構築、活用
事業者団体、警察、市のネットワークを効
果的に活用し、情報共有の仕組みを構築す
る。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅰ　意識づくり

２　情報発信

Ⅰ-2-③

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

２月に行われた新潟県主催の事業所防犯講習会
の案内を、商工会議所を通して市内各事業者に
情報提供した。

事業者向けの防犯講習会や防犯情報を、商工会議
所を通して随時情報提供を行う。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・新潟県主催の事業所防犯講習会の周知を
行っている。
・今年２月に三条地区職場警察連絡協議会
が独自で事業所向け情報セキュリティー対
策セミナーを開催。

事業所の犯罪被害防
止のため、商工会議
所を通して防犯情報
を適宜迅速に提供す
る。

事業所の犯罪被害防止
のため、商工会議所を
通して防犯情報を適宜
迅速に提供する。

環境課 事業者への情報提供、意識啓発
事業者の防犯力を向上させるため、商工会
議所などの事業者団体とも連携した中で意
識啓発を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅰ　意識づくり

２　情報発信

Ⅰ-2-④

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

9

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

放送実績無し。 特殊詐欺被害連続発生時等、緊急放送が必要と
なった時に迅速に対応できるよう、警察署、関係
課と調整を行う。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・警察署からの依頼を受け、被害状況や防
災無線放送状況等を考慮した上で、放送を
実施するかどうか環境課が判断している。
・現在は、被害が発生し今後も連続発生す
る可能性が高い場合又は被害が連続発生し
た場合を基準として放送実施している。
・放送実施後、問合せは数件～十数件あ
り、中には「そんな内容で防災無線を使用
しないでほしい」といった意見もある。

特殊詐欺等の犯罪発生
状況に応じて犯罪被害
防止緊急放送により市
民への注意喚起を行
い、犯罪被害の拡大を
防ぐ。

明確な防災無線の活用基
準を定め、特殊詐欺等の
犯罪発生状況に応じて犯
罪被害防止緊急放送を行
うことで注意喚起を行
い、犯罪被害の拡大を防
ぐ。

環境課
防災無線を活用した犯罪被害防
止緊急放送

特殊詐欺等の被害が発生するなど、緊急性
を有する場合に防災無線を活用した注意喚
起を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅰ　意識づくり

３　教室・教育の充実

Ⅰ-3-①

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

10

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

全中学校で実施
小学校での実施率向上

全中学校で実施
小学校での実施率向上

最低限小学校実施率をキープ
し、実施率向上を目指す。

最低限小学校実施率をキープ
し、実施率向上を目指す。

中学校は薬物乱用防止教室を年１回以上は必ず
実施する予定であり、２学期に集中して行われ
る。小学校は保健領域の時間で薬物乱用防止に
ついて学習している。29年の実施状況について
は２月に調査する予定である。
【参考：平成28年度　小学校実施数15/21校】

小学校における実施率の向上

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・中学校では年１回以上の実施が義務と
なっており、小学校では保健領域の時間に
行うよう努力をすることとなっている。

小中一貫教育推進課薬物乱用防止教室等の特別授業
警察や保健所等の職員による薬物乱用防止
等の特別授業を実施する。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅰ　意識づくり

３　教室・教育の充実

Ⅰ-3-②

内訳
生徒指導導研修会講師
謝礼50,000円
ネットいじめ講師派遣
400,000円

生徒指導導研修会講師
謝礼50,000円×1人
ネットいじめ講師派遣
107,460円（９校）
いじめ防止啓発リーフ
レット53,000円

生徒指導導研修会講師
謝礼50,000円
ネットいじめ講師派遣
200,000円
いじめ防止啓発リーフ
レット56,000円

生徒指導導研修会講師謝
礼50,000円×1人
ネットいじめ講師派遣
200,000円
いじめ防止啓発リーフ
レット53,000円

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

11

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

450 212 306 303
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

三条市小中学校生徒指導研修会
（４月26日実施）
三条市学校警察等連絡協議会
（６月20日実施）
子ども若者サポートシステム問題行動対応部会
（8月24日実施）
ネットトラブル防止教室を全学校で実施予定

子ども若者サポートシステム問題行動対応部会の
第2回を1月に実施予定
ネットトラブル防止教室の推進

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・スマートフォン等の普及により、ネット
トラブルへの対応が課題である。
・生徒指導研修会等、指導する立場にある
教員の研修や情報交換を随時行っている。

市生徒指導研修会１回実
施
三条市学校警察連絡協議
会１回実施
子ども若者サポートシス
テム問題行動対応部会２
回実施

市生徒指導研修会１回実施
三条市学校警察連絡協議会
１回実施
子ども若者サポートシステ
ム問題行動対応部会３回実
施

小中一貫教育推進課
関係機関と連携した児童・生徒
への指導

警察等と連携して、飲酒、喫煙、いじめ、
万引き等に関する指導を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅰ　意識づくり

３　教室・教育の充実

Ⅰ-3-③

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

12

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

高齢者が集まる機会を
活用して特殊詐欺等被
害防止の講話を行い、
高齢者の防犯意識向上
を図る。

高齢者が集まる機会を活
用して特殊詐欺等被害防
止の講話を行い、高齢者
の防犯意識向上を図る。

２月に高齢者団体の交通安全出張トークを行っ
た際、特殊詐欺被害防止等の講話を併せて行っ
た。

・高齢者の交通安全教室の実施予定があるので、
併せて防犯講話を行う。
・他事業により高齢者の会合へ赴く際に、特殊詐
欺等被害防止についても呼びかけられるよう調整
する。

平成29年度 平成30年度

環境課 高齢者教室と連携した防犯講話
高齢者教室とタイアップして、特殊詐欺等
被害防止に関する講話を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・中央公民館の高齢者教室の中で、平成26
年度までは環境課が講師を勤めていたもの
を、27年度からは外部講師を招いて消費者
被害等防止についての講話を行っている。
・高齢介護課等からも高齢者の集まる機会
について情報提供をもらい、注意喚起を
行っていく必要がある。

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅱ　地域づくり

１　自主活動の促進

Ⅱ-1-①

内訳

13

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

内訳 内訳 内訳

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

0 0 0 0

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

支援を継続的に行って
いくことで、地域の主
体的な防犯活動を後押
しする。

支援を継続的に行って
いくことで、地域の主
体的な防犯活動を後押
しする。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・パトロールの際の必需品であるパトロー
ル用のベストと誘導棒を、希望自治会に毎
年斡旋している。
・毎年数件～十数件の申込みがあり、地域
の防犯活動の支援となっている。

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）
購入補助の希望があった11自治会へ、防犯ベス
ト101枚、誘導棒21本の購入補助を行った。

防犯協会と連携を図り、防犯ベスト、誘導棒と
いったパトロールグッズの購入補助について全
自治会へ案内し、希望のあった自治会へ購入補
助予定。

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

環境課 防犯パトロールグッズの斡旋
地域の主体的な活動を支援するため、
防犯パトロール用品の購入費用の補助
を行う。



Ⅱ　地域づくり

１　自主活動の促進

Ⅱ-1-②

内訳 内訳
三条市４月１日人口
100,501人 × 10円 ＝
　　　 　1,050,100円

三条市４月１日人口
99,727人 × 10円 ＝
　　　 　　 997,270
円

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

14

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

1,015 1,006 1,002 998
内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

防犯協会の事業に対して
財政支援を行うことによ
り、市民生活の防犯意識
の底上げに貢献する。

防犯協会の事業に対して
財政支援を行うことによ
り、市民生活の防犯意識
の底上げに貢献する。

学校、地域、金融機関等あらゆ
る市民層の防犯意識の底上げ

学校、地域、金融機関等あらゆ
る市民層の防犯意識の底上げ

平成29年４月１日現在の三条市人口
99,727人×10円＝997,270円
の負担金を支出。

今年度分の負担金は上半期に支出済み。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・毎年三条市人口(４月１日時点)×10円を
防犯協会運営の負担金として支出してい
る。

環境課 防 犯 協 会 負 担 金 三条市防犯協会への財政支援を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



15



16



Ⅱ　地域づくり

１　自主活動の促進

Ⅱ-1-③

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

17

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

新潟県主催「犯罪のない安全で安心なまちづく
り県民大会2017」について、地域からの参加を
取りまとめ、警察署と地域からの参加者と合同
で参加した。
自治会で活用できる新潟県の防犯事業等をより
詳しく知ってもらえる機会となった。

地域の防犯活動活性化につながる情報等があれ
ば、随時情報提供する。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等
・地域の防犯活動の意欲を高めるため、新
潟県主催行事の周知を毎年行っている。
・その他、防犯活動の活性化のための情報
を提供するため、より情報収集を行う必要
がある。

③-２　成果目標

自主防犯活動の活性化
につながる情報を適宜
自治会へ提供すること
で、地域の防犯力向上
に寄与する。

自主防犯活動の活性化
につながる情報を適宜
自治会へ提供すること
で、地域の防犯力向上
に寄与する。

環境課
自主防犯活動の活性化と防犯協
会への加入促進

自主防犯活動の活性化と防犯協会への
加入を促進するため、自治会総会など
の場において情報提供を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅱ　地域づくり

１　自主活動の促進

Ⅱ-1-④

・上半

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

18

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

・栄地区から防犯カメラ設置について相談有
り。
・三条市防犯協会(事務局：三条警察署生活安
全課)と協議し、防犯協会事業として、自治会
が地域に設置する防犯カメラの購入費用を、１
台当たり最大１万円補助する支援事業を開始し
た。

防犯協会の補助事業を活用して防犯カメラを設
置した地域をモデルとして実際の運用方法等に
ついて研究し、地域への情報提供に努める。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・平成25年度に東三条地域から相談があ
り、当事募集のあった国の補助金制度（商
店街街づくり事業）と市の補助金制度を活
用し、防犯カメラ設置に至った。
・現在活用できる国の補助制度はない。

防犯カメラ設置希望の
自治会等に対して適切
なアドバイスを行い、
設置、運用のサポート
を行う。

防犯カメラの運用実例
を参考にしながら、防
犯カメラ設置希望の自
治会等に対して適切な
アドバイスを行い、設
置、運用のサポートを
行う。

環境課
防犯カメラの設置・運用に関す
る相談及び情報提供

防犯カメラの設置、運用を希望する商
店街、自治会等の相談を受けるととも
に、活用できる補助事業等の情報提供
を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



19



20



Ⅱ　地域づくり

２　防犯力の向上

Ⅱ-2-①

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

21

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

PTAや自治会など、保護者、地域に協力を得
ながら全小学校で見守りパトロールを実
施。

PTAや自治会など、保護者、地域に協力を得
ながら全小学校で見守りパトロールを実
施。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・PTAや自治会など、保護者、地域に協力を
得ながら全小学校で見守りパトロールを実
施できている。
・年に１度、全小学校から「見守り活動概
要報告書」として、登下校時の見守り活動
実施団体について報告を受け、実態の把握
に努めている。

児童が安全に登下校で
きるように、PTAや自
治会と協力しながら見
守り体制の充実を図
る。

児童が安全に登下校で
きるように、PTAや自
治会と協力しながら見
守り体制の充実を図
る。

小中一貫教育推進
課（小学校）
(環境課)

登下校時の見守りパトロール
地域が主体となり、学校等とも連携し
た中で、登下校時の見守りパトロール
を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅱ　地域づくり

２　防犯力の向上

Ⅱ-2-②

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

子ども110番の家の周知 子ども110番の家の周知

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・平成27年度に子ども110番の家の現状把握
を行った。 子ども110番の家の現

状把握に努め、周知を
図る。

子ども111番の家の現
状把握に努め、周知を
図る。

小中一貫教育推進
課

(環境課)
子 ど も 110 番 の 家

犯罪から子どもを守るため、事業者、
民家を子ども110番の家として指定す
る。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅱ　地域づくり

２　防犯力の向上

Ⅱ-2-③

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

23

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

講習会開催について自治会、防犯関係団体等へ
周知を行った。

実施予定無し。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・防犯パトロールのポイント等、より効果
的な防犯活動を学ぶ良い機会として、毎年
全自治会に周知している。
・市外開催のため、今年度からマイクロバ
ス手配をし、周知したが、参加者はなかっ
た。

多くの自治会等から参
加してもらえるように
体制を整える。また、
参加のない自治会等へ
も情報提供等を行い、
市内全体の防犯意識向
上を図る。

多くの自治会等から参
加してもらえるように
体制を整える。また、
参加のない自治会等へ
も情報提供等を行い、
市内全体の防犯意識向
上を図る。

環境課
小中一貫教育推進

課
地域安全マップづくり講習会

講習会を通じた子ども自身の防犯意識
の高揚や作成したマップを活用した地
域防犯力の向上を目指します。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅱ　地域づくり

３　高齢者・子どもの安全確保

Ⅱ-3-①

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

市内各地域において従来
の取組を継続することで
高齢者との信頼関係を築
き、特殊詐欺被害防止へ
と繋げる。

市内各地域において従来
の取組を継続することで
高齢者との信頼関係を築
き、特殊詐欺被害防止へ
と繋げる。

目標値：特殊詐欺被害
　　　　前年比減少

目標値：特殊詐欺被害
　　　　前年比減少

４月26日（水）ダイレックス東三条店前におい
て、三条警察署（生活安全課）、三条市（環境
課）、三条市特殊詐欺被害防止推進員合同で街
頭啓発を実施し、チラシや被害防止物品を約
100部配布。

交通安全運動期間における家庭訪問や街頭啓発
時に、特殊詐欺被害防止の啓発活動も併せて行
う。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・毎年春に警察署と合同で家庭訪問又は街
頭啓発を実施している。
・交通安全運動期間における家庭訪問は、
年に４回様々な地区で実施するため、特殊
詐欺被害防止啓発の機会としても有効活用
している。

環境課 高 齢 者 家 庭 訪 問
高齢者家庭訪問を行い、特殊詐欺等の
被害防止を呼びかける。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

特殊詐欺被害防止街頭啓発 配布物品例（エコバッグ）
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特殊詐欺被害防止街頭啓発 配布物品例（エコバッグ）

表 裏

「特殊詐欺被害防止推進員だより」より抜粋



Ⅱ　地域づくり

３　高齢者・子どもの安全確保

Ⅱ-3-②

内訳

　地域包括支援センタ
ーが高齢者の権利擁護
相談の窓口であること
を市民が理解し、相談
につながる。

　地域包括支援センタ
ーが高齢者の権利擁護
相談の窓口であること
を市民が理解し、相談
につながる。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）
  地域包括支援センターが、高齢者からの消費
者被害に関する相談に応じ、警察、市民なんで
も相談室と連携し、クーリングオフをした。
（実績１件）

  地域包括支援センターが消費者被害防止や地
域の見守り活動について、地域住民に向けた啓
発や高齢者からの消費者被害に関する相談に適
宜応じる。
　県消費者協会が三条市を会場に実施する市民
向け啓発講演会に協力し、身近な相談窓口とし
ての地域包括支援センターを周知する。

平成29年度

内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

89,836 89,836 89,836 89,836

平成30年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

高齢介護課 高 齢 者 へ の 情 報 提 供
高齢者の相談窓口である地域包括支援セン
ターなどにおいて、防犯チラシを配布する
など、高齢者の防犯意識の啓発を図る。

　高齢者が集まる場を通して消費者被害に
関する情報を把握した場合、地域の高齢者
に注意喚起をしたり、家庭訪問時に気にな
る様子があるときは被害防止のため関係機
関と連携し対応している。

決算見込額（千円）

地域包括支援センター
業務委託料89,836千円

地域包括支援センター
業務委託料

地域包括支援センター
業務委託料

地域包括支援センター
業務委託料

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
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Ⅱ　地域づくり

３　高齢者・子どもの安全確保

Ⅱ-3-③

1,892 1,892 1,892 1,892
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

内訳

　見守り活動の実施地
区が拡大するよう当事
業に対して引き続き補
助を行い、日常におけ
る見守り体制の整備を
進める。

　補助事業の有無も含
め本事業の見直しを行
い、地域での見守り活
動の普及と実施地区の
拡大を推進し、日常に
おける見守り体制の整
備を進める。

　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

地域見守りサービス事
業補助金（社会福祉協
議会に対する補助）

地域見守りサービス事
業補助金（社会福祉協
議会に対する補助）

地域見守りサービス事
業補助金（社会福祉協
議会に対する補助）

地域見守りサービス事
業補助金（社会福祉協
議会に対する補助）

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
　事業の実施主体である社会福祉協議会で
は、民生委員や自治会長に対し、会議の場
やチラシの配布を通じ本事業の必要性につ
いて啓発を行っている。
　一方で、訪問員の担い手を確保すること
が難しくなっており、実施地区の拡大につ
ながっていない。

　当事業を利用し、36地区で181人の訪問員に
より地域住民主体の声かけ活動が行われた。
（９月末現在の数値）
【利用登録数（９月末現在）】121世帯
【上半期実施回数】声かけ1,497回、巡回235
回、その他10回、合計1,742回

　当事業を利用し、36地区で181人の訪問員に
より地域住民主体の声かけ活動を行う。（３月
末見込み数値）
【利用登録数（３月末見込み）】123世帯
【下半期実施回数】声かけ1,542回、巡回282
回、その他５回、合計1,829回

平成29年度 平成30年度

高齢介護課
地域見守りサービス事業(「元
気らかね」声かけ活動)の拡大

地域住民などが声かけ訪問員となっ
て、声かけや巡回を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）



Ⅱ　地域づくり

３　高齢者・子どもの安全確保

Ⅱ-3-④

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

警察署等の関係機関と連
携を取り、児童、生徒に
も危険がある事件等につ
いては学校のメール配信
を通じて迅速に保護者等
へ周知、注意喚起を行
い、犯罪等被害防止を図
る。

警察署等の関係機関と連
携を取り、児童、生徒に
も危険がある事件等につ
いては学校のメール配信
を通じて迅速に保護者等
へ周知、注意喚起を行
い、犯罪等被害防止を図
る。

・小中一貫教育推進課から得た不審者情報を、
三条市安心・安全情報メールにより市民へ周知
した。(６件)（環境課）
・9月に発生した不審者による高校生の自転車
転倒事件について警察署から情報を得て、学校
のメール配信を通じて保護者等に周知した。
（小中一貫）

不審者情報についてメール等を通じて、速やか
に情報共有を行う。

平成29年度 平成30年度

環境課
子育て支援課
小中一貫教育推進

課

不 審 者 情 報 の 共 有 化
不審者情報等について、関係機関と情
報を共有し、必要に応じメール配信な
どの対応を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
不審者発生事案が発生した際、警察署と連
携を図り、各学校からのメール配信を通じ
て保護者等への迅速な情報提供に努めてい
る。



Ⅲ　環境づくり

１　学校・通学路・駅等における安全確保

Ⅲ-1-①

内訳

29

2,016 1,964 1,728 1,728

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

内訳 内訳 内訳

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

平成29年度 平成30年度
犯罪抑止効果のある青色
回転積載車の活用を図り
ながら、巡回時の状況に
応じたコースを設定し、
事件や事故、不審者への
迅速な対応を図る。

③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
青少年指導委員による計画的なパトロール
を行うほか、巡回時の状況に応じたコース
の変更や情報のあった地域の巡回に努め
た。また青少年指導委員が研修会へ参加す
ることにより指導力向上に努めた。

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

巡回時の状況や関係機関
からの情報に応じたコー
スを設定し、犯罪抑止効
果のある青色回転積載車
で巡回することにより、
事件や事故、不審者を未
然に防ぐ。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）
青色回転灯積載車および徒歩によるパトロール
実施回数：登下校時113回
(青少年指導員74人)

青色回転灯積載車および徒歩によるパトロール
実施回数：登下校時83回

ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

子育て支援課
(青少年育成セ

ンター)
青少年指導委員によるパトロール

児童、生徒の非行防止のため、通学路
やJR駅等のパトロールを行う。



Ⅲ　環境づくり

１　学校・通学路・駅等における安全確保

Ⅲ-1-②

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

30

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

1,008 812 1,536 1,536
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

犯罪抑止効果を高めるた
め、巡回時、各コース内
の小・中・高等学校敷地
内に立ち寄り、継続的な
活動を行う。

犯罪抑止効果を高めるた
め、巡回時、各コース内
の小・中・高等学校敷地
内に立ち寄り、継続的な
活動を行う。

市内小中学校、高等学校
128回

夜間の街頭巡回指導時、学校周辺（グラウン
ド・プール周辺等）を巡視。
実施回数：50回

夜間の街頭巡回指導時、学校周辺（グラウン
ド・プール周辺等）･状況に応じて館内を巡
視。
実施回数：61回

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
巡回時、青色回転等搭載車で各コース内の小・
中・高等学校周辺及び敷地内に立ち寄り、継続
的な活動を行うことで、犯罪抑止に効果が得ら
れた。

子育て支援課
(青少年育成セ

ンター)
敷 地 内 パ ト ロ ー ル

青少年指導委員が市内の小学校、中学
校及び高等学校の敷地内巡視を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容
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・午前７時３０分～午前９時３０分
・午後３時～午後５時
・午後６時～午後８時 

手段 コース 巡回箇所

一 第一中学校区・三条駅（旧条南小学校区バス利用あり）

二 第二中学校区・東三条駅

三 第三中学校区・北三条駅

四 第四中学校区・保内駅

本 本成寺中学校区・東光寺駅・三条駅

崎 大崎中学校区・東三条駅

島 大島中学校区・燕三条駅（冬期間バス利用あり）

栄 栄中学校区・帯織駅・東光寺駅

下①
下田中学校区・(冬期間バス利用あり）
笹岡小・大浦小・森町小

下②
下田中学校区（冬期間バス利用あり）
飯田小・長沢小

登下校時巡回コース
（登下校時の安全確保及び不審者対策）

巡回時間

自
動
車
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・午後４時～午後６時

・午後７時３０分～午後９時３０分
手段 コース 巡回箇所

１A
ものづくり学校館内及び周辺（グラウンド含む）・県央工業高・原信・セブンイレブン東本成寺店／
セブンイレブン西本成寺店・条南あおば公園（旧条南小跡地）本成寺境内・
広貞公園（夏季のみ）・由利公園

１B
ものづくり学校館内及び周辺（グラウンド含む）・県央工業高・原信・
HIRASEI遊TSUTAYA四日町店・嵐南公民館・セブンイレブン三条南四日町店・
憩パーク嵐南・日吉神社・嵐南小・三条駅・三条駅前交番・サカイボウル・ソレイユ（夕方のみ）

2

一ノ木戸小(児童クラブ含む）・二中・セブンイレブン林町店・三条東公民館・クスリのアオキ・
セブンイレブン林町一丁目店・ビデオ１・リサイクルショップV・
一ノ木戸ポプラ公園(旧一ノ木戸小跡地）・コダマ薬局・東三条駅北口・駐輪場・東三条駅前交番・東三
条アンダートンネル・東三条駅南口

３A
北三条駅・駐輪場・ステージえんがわ・三条小・八幡公園・ローソン本町店・五ノ町交番・
デイリーヤマザキ西裏館店・クスリのアオキ荒町店・セブンイレブン荒町店・ブックオフ・
まねき猫

３B
知遊堂・上林小・三中・イオン三条店（ゲームコーナー夜間なし）・ウエルシア・
セブンイレブン西裏館店・裏館小・クスリのアオキ・ローソン三条旭町二丁目店・
ファミリア(パルム内夜間なし）

4
デイリーヤマザキ塚野目店・セブンイレブン塚野目店・プレイラウンジα＋１・三条東高・
サークルK三条鶴田店・柳川緑地公園・旭小・塚野目野球場・井栗小・四中・
セブンイレブン上保内店・みずほ緑地東屋・保内駅・保内小・保内公園・庭園の郷 保内

5
嵐南跨線橋地下道・月岡小・セブンイレブン月岡店・市民球場・槻の森運動公園・西鱈田小・
本成寺中・ローソン西中店・ウオロク東新保店・サークルK三条新保店・東光寺駅・駐輪場

6

サンファーム・リオンドール大崎店・HIRASEI遊TSUTAYA三条大崎店・セブンイレブン北入蔵店・
三条東高・大崎小・大崎山公園・サークルK中新店・ローソン東大崎店・大崎中・中山神社・
渡瀬橋河川敷（夏季のみ）・三条商・石動宮(三条商近く）・東三条駅南口・
東三条アンダートンネル・東三条駅北口・駐輪場・東三条駅前交番

７A

須頃小・ヤマダ電機・自遊空間・燕三条駅・三条側～コメリ側弥彦線アンダー通路・
サークルK燕井土巻店・地場産業振興センター屋外トイレ・
イオン県央店（ゲームコーナー午後8時閉店）・maimu･タイトーステーション燕三条・
イオンシネマ県央店・TSUTAYA県央店ブックマーケットエーツー

７B

セブンイレブン燕三条駅前店・まねき猫燕三条店・コメリ書房三条店（午後8時閉店）・
デイリーヤマザキインター店・TSUTAYA燕三条店・
オーケーコーラル（チャレンジャー敷地内ゲームセンター）・サークルK燕小髙店・セブンイレブン下須頃
店・おもしろ館・大島中・ファミリーマート三条代官島店・大島小･輪中の里公園

8

セブンイレブン中越栄今井店・栄北小・鬼木公園・鬼木新田公園・栄スマートインター駐車場・ファミリー
マート千把野店・セブンイレブン中越栄善久寺店・セブンイレブン三条新堀店・
栄中央小・栄中・東光寺駅・駐輪場・帯織駅・駐輪場・大面小・セブンイレブン中越栄北潟店・
しらさぎ森林公園

9

ひめさゆりパーク（有害図書自動販売機）・大浦小・セブンイレブン三条滝谷店・
ホームセンタームサシ下田店・下田交番・下田公民館・長沢小・下田体育館・下田中・
下田大橋河川公園・ウエルネス下田・飯田小・笹岡小・笹岡公園・道の駅・漢学の里・
森町小・いい湯らてい

10
白ポスト(三条駅・北三条駅・東三条駅・燕三条駅・旧青少年育成センター前)駅構内も巡回
移動中、コンビニ・ゲームセンター等も巡回してください。

自
動
車

夕方・夜間巡回コース
(非行の未然防止対策）

巡回時間

徒
歩
・

自
転
車
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１
．
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中
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青
少
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指
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会
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ボ
ラ
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テ
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深
夜
巡
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を
実
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し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
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が
、
今
年
度
も
各
小
学
校
区
で
１
回
実
施
し
て
く
だ
さ
い
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す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

２
．
９
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３
日
（
土
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青
少
年
指
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委
員
会
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県
内
研
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を
計
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い
た
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し
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他
市
の
活
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を
知
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良
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機
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で
す
の
で
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新
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。
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．
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２
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縮
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よ
う
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い
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す
。
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Ⅲ　環境づくり

１　学校・通学路・駅等における安全確保

Ⅲ-1-③

平成28年度 平成29年度

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

35

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

青色回転灯パトロールの
実施可能な体制を維持し
ながら、職員がパトロー
ルに取り組みやすい仕組
みを整える。

青色回転灯パトロールの
実施可能な体制を維持し
ながら、職員がパトロー
ルに取り組みやすい仕組
みを整える。

実施無し 青色回転灯パトロールを行うことができる職員
の増加に向け、講習会の実施準備を進める。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・過去は、毎年10月に行われる「新潟県安
全で安心なまちづくり旬間」を青色回転灯
パトロール強化期間とし、取り組んでい
た。

環境課 市職員による青色回転パトロール
市内で青色回転灯実施者講習会を開催
し、受講職員によるパトロールを実施
する。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅲ　環境づくり

２　道路・公園等における安全確保

Ⅲ-2-①

内訳
街灯新設工事　85灯 街灯新設工事　69灯 街灯新設工事　65灯 街灯新設工事　72灯

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

36

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

6,000 5,189 6,000 6,000
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

地域からの要望に応
えられるよう、早期
設置を目指す。

地域からの要望に応
えられるよう、早期
設置を目指す。

７０灯 ４０灯

１８灯の街灯新設の整備。 ７０灯設置予定。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・地域からの要望に応じて、防犯灯、街灯
を設置している。(参考：平成28年度50灯
設置)

建設課 防 犯 灯 、 街 灯 の 整 備
市道における一定の照度を確保するた
め、防犯灯、街灯の整備を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅲ　環境づくり

２　道路・公園等における安全確保

Ⅲ-2-②

施設修繕料　　16,495
樹木等管理委託料
　　　　　　　34,542
指定管理料　　45,895
その他水道光熱費、施
設管理費等

施設修繕料　　16,753
樹木等管理委託料
　　　　　　　39,354
指定管理料　　46,643
その他水道光熱費、施
設管理費等

施設修繕料　　15,750
樹木等管理委託料
　　　　　　　34,542
指定管理料　　45,895
その他水道光熱費、施
設管理費等

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

96,932 102,750 96,187
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

内訳

計画的な維持管理を実
施すると共に、今後も
更新や整備についても
計画していきたい。

地域の要望にそった整
備を進めていきたい。

市道や公園に隣接する民地等に隣接する樹木の
管理について、成長に伴って繫茂し住民や利用
者の視界を妨げたり、周囲から死角となる場所
のないよう、地域の要望も踏まえ、樹木の維持
管理を実施し、環境整備を進めた。

公園や街路、道路の樹木伐採、剪定等の維持管
理について、地域住民からの要望も踏まえ実施
していきたい。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・樹木等については、業務委託をして計画
的に管理をしている。
・照明については、修繕や更新等の維持管
理を実施している。今後、更新が必要な設
備も多く発生することが予想されるため計
画的に実施していきたい。

建設課 公 園 の 整 備
市で管理する公園について、街灯の整
備や雑草の除去等、死角を作らないな
ど、防犯上必要な管理を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅲ　環境づくり

２　道路・公園等における安全確保

Ⅲ-2-③

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

1,506 1,469 1,584 1,582
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

定期的な駐輪場整理、放
置自転車調査等を通して
駐輪場の管理を適切に行
い、自転車盗難等の犯罪
被害を未然に防ぐ。

定期的な駐輪場整理、放
置自転車調査等を通して
駐輪場の管理を適切に行
い、自転車盗難等の犯罪
被害を未然に防ぐ。

市管理の駐輪場(市内６駅)についてはシルバー
人材センターに依頼し、週２回程度駐輪場の整
理を行っている。
また、放置自転車調査を行い、放置自転車と見
られるものについては警察署へ所有者照会をし
た上で引き取り依頼の文書を送達。

引き取りのない放置自転車について撤去を行う
予定。(11月下旬37台撤去予定)

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
・シルバー人材センターに業務委託をし、
定期的に駐輪場の整理を行っている。
・年に１回程度、放置自転車の調査、撤去
を行っている。

環境課
自動車駐車場及び自転車駐車
場の管理

市で管理する自動車駐車場及び自転車
駐車場において、定期的に照明設備の
点検や放置自転車等の確認等を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

整理指導業務委託料
　　　　　　　1,084
施設修繕料　　　500
　
　　　　　　　　　等

整理指導業務委託料
　　　　　　　1,244
施設修繕料　　　225
　
　　　　　　　　　等

整理指導業務委託料
　　　　　　　1,280
施設修繕料　　　226
　
　
　　　　　　　　　等

整理指導業務委託料
　　　　　　　1,084
施設修繕料　　　498
　
　　　　　　　　　等



Ⅲ　環境づくり

２　道路・公園等における安全確保

Ⅲ-2-④

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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9,135 8,953 87 78
内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

内訳

文書、電話、面談等による助言・指導
助言・指導件数：24件

※H28.3.23から、条例改正により空家対策は法
律に基づき助言・指導を行っている。

文書、電話、面談等による助言・指導
助言・指導件数：10件（※新規把握物件）

③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
【これまでの取組】
・所有者等に対する適正管理の助言・指導
・空家実態調査
【成果】
・把握済み管理不全106件中47件改善
【課題】
・未改善59件への継続指導
・内、相続放棄案件５件への対応（時間を要
し、改善が見込めないケースが多い）

平成29年度
　特に深刻な状況に
ある危険空家の所有
者等に対しては、改
善が見られるまで粘
り強く助言・指導を
行う。

深刻な状況にある危険空
家：3件（3.9時点）

平成30年度
　把握済みの管理不全空家
（特定空家等）所有者等に対
して、継続的に助言・指導を
行う。
　空家実態調査で把握した管
理不全と思われる空家の現地
調査を行い、特定空家等と認
定した空家の所有者等に対し
ても必要に応じて助言・指導
を行う。

環境課 空 き 家 等 の 適 正 管 理
条例に基づき、所有者等に対し適正な
措置を講ずるよう、助言、指導を行
う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

・空き家等審議会委員報酬
40,000円
・費用弁償　16,000円
・消耗品費　6,000円
・データ移行委託料
195,000円
・空き家実態調査委託料
8,877,600円

・空き家等審議会委員報酬　40,000
円
・費用弁償　10,680円
・普通旅費　48,040円（流用）
・消耗品費　3,888円
・データ移行委託料　0円
・空き家実態調査委託料　8,186,400
円
・業務システム開発等委託料
594,000円（流用）
・諸会議負担金　69,000円（流用）

・空き家等審議会委員報
酬　40,000円
・費用弁償　16,000円
・普通旅費　24,360円
・消耗品費　6,000円

・空き家等審議会委員報
酬　40,000円
・費用弁償　10,680円
・普通旅費　24,360円
・消耗品費　2,916円

⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり



Ⅲ　環境づくり

３　住宅の防犯性向上と相談体制の整備

Ⅲ-3-①

内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

0 0 0 0
内訳 内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

様々な市民層が訪れる
市役所という場所を活
用し、効果的な情報提
供に努める。

様々な市民層が訪れる
市役所という場所を活
用し、効果的な情報提
供に努める。

防犯対策のチラシ、防犯活用シール等を窓口に
設置し、来庁者への情報提供に努めた。

上半期と同様

平成28年度 平成29年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標
防犯対策チラシの窓口設置は継続的に行っ
てきたが、チラシを持って行く方は少な
い。

　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

環境課 住宅等の防犯対策チラシの設置
住宅等の防犯対策チラシを窓口に設置
する。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）



Ⅲ　環境づくり

３　住宅の防犯性向上と相談体制の整備

Ⅲ-3-②

内訳内訳 内訳

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円） 決算額（千円）

市民相談事業費863
消費者保護事業費350

市民相談事業費804
消費者保護事業費340

市民相談事業費848
消費者保護事業費328

1,213 1,144 1,176
内訳
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⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

決算見込額（千円）

　相談者が、安心して
相談できるように確か
な情報を収集し、トラ
ブルが解決するよう努
める。

　相談者が、安心して
相談できるように確か
な情報を収集し、トラ
ブルが解決するよう努
める。

相談の応対とあわせて、広報さんじょうや
消費者トラブル情報のメール配信等で、相
談窓口について周知に努めている。

【市民相談件数】482件
家庭、高齢福祉、住環境、財産など

【消費生活相談件数】193件
・ワンクリック請求、架空請求、商品契約時ト
ラブル、多重債務など

【市民相談件数】320件
家族、高齢福祉、財産、離婚、住環境など

【消費生活相談件数】130件
ワンクリック請求、架空請求、商品契約時トラ
ブル、多重債務など

平成29年度 平成30年度

予算額（千円）

市民窓口課 市 民 な ん で も 相 談
日常の心配ごとや悩みごとに関する相
談を始め、悪質商法や特殊詐欺などの
相談、情報提供を行う。

①　H29年度実施状況（上半期） ②　H29年度実施計画（下半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容
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Ⅲ　環境づくり

３　住宅の防犯性向上と相談体制の整備

Ⅲ-3-③

内訳

1,213 1,144 1,176
決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）

　関係部署との連携を
推し進め、的確な相談
が行えるよう努める。

　関係部署との連携を
推し進め、的確な相談
が行えるよう努める。

【市民相談】
警察への相談を勧めた：５件
警察から市へ相談を勧められた：０件
【消費生活相談】
警察への相談を勧めた：12件
警察から市へ相談を勧められた：１件

警察署に設置されている相談室との連携を図
り、相談内容別の専門相談機関を紹介してい
く。

平成29年度 平成30年度
③‐１　これまでの取組、成果、課題等 ③-２　成果目標

内訳 内訳 内訳

②　H29年度実施計画（下半期）

④　予算・決算額
平成28年度 平成29年度

予算額（千円）

市民相談事業費863
消費者保護事業費350

市民相談事業費804
消費者保護事業費340

市民相談事業費848
消費者保護事業費328

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑤　総合評価 ⑥　H30年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

詐欺、暴力、迷惑行為、トラブルなど警察
署が窓口になっているものについて、警察
署へ相談するよう促している。また、警察
から市への相談を勧められるケースも見ら
れる。

市民窓口課 相 談 体 制 の 整 備
警察署に設置されている相談室との連
携を図り、相談内容別の専門相談機関
を紹介する。

①　H29年度実施状況（上半期）
　（H29/1/1～H29/9/30） 　（H29/10/1～H30/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容


